
　
２
０
２
２
年
２
月
15
日
、
本
市
が
将

来
像
と
し
て
掲
げ
る
「
人
と
自
然
が
共

有
す
る　
活
気
あ
ふ
れ
る　
住
み
よ
い

ま
ち　

南
九
州
市
」
の
実
現
に
向
け
、

循
環
型
社
会
の
形
成
へ
の
取
り
組
み
を

加
速
さ
せ
、
本
市
の
恵
ま
れ
た
自
然
環

境
を
次
の
世
代
に
つ
な
い
で
い
く
た
め
、

２
０
５
０
年
ま
で
に
二
酸
化
炭
素
排
出

量
実
質
ゼ
ロ
を
目
指
す
「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ

ン
シ
テ
ィ
」
を
宣
言
し
ま
し
た
。

　
達
成
す
る
た
め
に
は
、
市
民
の
皆
さ

ん
の
取
り
組
み
が
必
要
不
可
欠
で
す
。

　
そ
こ
で
今
回
は
、
南
九
州
市
の
取
り

組
み
や
家
庭
で
で
き
る
地
球
温
暖
化
対

策
を
紹
介
し
ま
す
。

※
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
と
は
、
２
０
５
０

年
ま
で
に
二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
実
質
ゼ

ロ
（
排
出
量
と
吸
収
量
が
差
し
引
き
ゼ
ロ

＝
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
）
を
目
指
す
こ
と
を
表

明
し
た
地
方
自
治
体
の
こ
と
で
、
南
九
州

市
の
登
録
は
全
国
で
５
６
２
番
目
で
す
。

地
球
温
暖
化
に
つ
い
て

考
え
て
み
よ
う
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■
自
然
へ
の
影
響

　
地
球
温
暖
化
は
、
海
面
の
上
昇
や
台
風
の

巨
大
化
、
豪
雨
、
森
林
火
災
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
自
然
災
害
を
引
き
起
こ
し
て
い
ま
す
。

①
海
面
が
上
昇
す
る

②
台
風
が
巨
大
化
す
る

③
豪
雨
が
発
生
す
る

④
水
不
足
の
地
域
が
増
え
る

⑤
森
林
火
災
が
増
え
る

■
生
物
へ
の
影
響

　
地
球
温
暖
化
が
進
む
と
、
日
本
は
さ
ら
に

暑
い
国
に
な
り
ま
す
。
冬
は
暖
か
く
な
り
、

春
と
秋
は
短
く
な
り
ま
す
。
こ
の
ま
ま
気
温

が
上
が
り
続
け
る
と
、
人
間
や
生
物
の
健
康

に
さ
ま
ざ
ま
な
影
響
が
出
て
し
ま
い
ま
す
。

①
絶
滅
す
る
動
物
が
増
え
る

②
農
作
物
の
生
産
量
が
減
る

③
伝
染
病
が
増
え
る

④
熱
中
症
に
よ
る
死
者
が
増
え
る

南
九
州
市
の
地
球
温
暖
化
対
策

　
地
球
温
暖
化
と
は

　
地
球
は
太
陽
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
っ
て
温

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
通
常
、
太
陽
に
よ
っ
て

温
め
ら
れ
た
地
球
の
熱
は
宇
宙
に
逃
げ
て
い

き
ま
す
。
し
か
し
空
気
中
に
「
温
室
効
果

ガ
ス
」
と
呼
ば
れ
る
熱
を
逃
さ
な
い
性
質
を

持
っ
た
物
質
が
増
え
て
し
ま
う
と
、
熱
は
宇

宙
に
逃
げ
に
く
く
な
り
、
地
球
は
ま
る
で
温

室
の
よ
う
に
熱
が
こ
も
っ
た
状
態
に
な
り
ま

す
。
そ
の
た
め
、
気
温
が
上
昇
し
た
り
、
地

球
全
体
の
気
候
が
変
化
し
た
り
し
ま
す
。
こ

れ
が
、
地
球
温
暖
化
で
す
。

　
地
球
温
暖
化
の
影
響
は
？

　
地
球
温
暖
化
防
止
実
行
計
画

　
南
九
州
市
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

　
発
電
設
備
の
設
置
に
関
す
る

　
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

　
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
二
酸
化
炭
素

を
排
出
せ
ず
、
国
内
で
生
産
で
き
る
こ
と
か

ら
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
に
も
寄
与
で
き

る
有
望
か
つ
多
様
で
、
重
要
な
低
炭
素
の
国

産
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
で
す
。

　
し
か
し
、
太
陽
光
発
電
設
備
な
ど
の
急
速

な
普
及
に
よ
り
、
地
球
の
自
然
環
境
・
生
活

環
境
や
景
観
へ
の
影
響
に
つ
い
て
懸
念
さ
れ

る
ケ
ー
ス
が
見
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
保
全
を
図
る
た
め
に

２
０
１
７
年
に
本
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定
し

ま
し
た
。

　
２
０
１
０
年
に
「
南
九
州
市
地
球
温
暖
化

防
止
実
行
計
画
」
を
策
定
し
、
地
球
温
暖
化

対
策
の
推
進
を
図
っ
て
い
ま
す
。

★
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
目
標

　
■
基
準
年
度
＝
２
０
１
３
年
度

　
■
計
画
年
度
＝
２
０
２
０
年
度
～

　
　
　
　
　
　
　
２
０
３
０
年
度

　
■
削
減
目
標
＝
40
％
（
基
準
年
度
比
）

　
※
今
後
の
見
直
し
に
よ
り
46
％
へ
変
更
。

　
環
境
基
本
条
例

　
２
０
１
９
年
、
地
球
環
境
保
全
に
資
す
る

よ
う
、
そ
の
普
及
お
よ
び
啓
発
に
努
め
る
と

と
も
に
、
こ
れ
に
基
づ
く
行
動
を
推
進
す
る

た
め
に
「
南
九
州
市
環
境
基
本
条
例
」
を
制

定
し
ま
し
た
。

　
南
九
州
市
環
境
基
本
計
画

　
２
０
２
０
年
、
前
年
に
施
行
さ
れ
た
南
九

州
市
環
境
基
本
条
例
に
基
づ
き
、
本
市
の
基

本
理
念
を
環
境
面
か
ら
実
現
す
る
た
め
、
南

九
州
市
に
お
け
る
環
境
基
本
計
画
を
策
定
し

ま
し
た
。

地
球
温
暖
化
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う

移
動
を「
エ
コ
」に
！

シ
ェ
ア
サ
イ
ク
ル

茶
巡（
チ
ャ
ー
リ
ー
）

　

シ
ェ
ア
サ
イ
ク
ル
は
、
一
般
的
な
レ
ン

タ
サ
イ
ク
ル
と
は
異
な
り
、
み
ん
な
で
自

転
車
を
シ
ェ
ア
す
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
ど

の
サ
イ
ク
ル
ポ
ー
ト
（
駐
輪
場
）
で
も
借

り
ら
れ
て
お
好
き
な
サ
イ
ク
ル
ポ
ー
ト
に

返
す
こ
と
が
で
き

ま
す
。
車
移
動
で

は
気
付
か
な
い
自

然
や
景
色
を
楽
し

み
な
が
ら
地
球
温

暖
化
対
策
に
貢
献

し
ま
せ
ん
か
？
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公
共
施
設
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
の

　
推
進

　
本
市
は
日
照
時
間
が
長
く
、
森
林
資
源
が

充
実
し
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
太
陽
光
発
電
な
ど
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
設
備
の
導
入
に
適
し
て
お
り
、
森
林
に

よ
る
二
酸
化
炭
素
の
吸
収
量
が
多
い
と
い
う

利
点
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
利
点
を
活
か
す
と
と
も
に
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
・
省
資
源
の
推
進
な
ど
に
も
取
り

組
む
こ
と
に
よ
り
２
０
５
０
年
ま
で
に
二
酸

化
炭
素
排
出
実
質
ゼ
ロ
を
目
指
し
ま
す
。

脱
炭
素
社
会
実
現
に
向
け
た
主
な
取
り
組
み

○
公
共
施
設
に
お
け
る
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
の
導
入

推
進

○
環
境
に
配
慮
し
た
庁
舎
、
学
校
施
設
お
よ

び
公
共
施
設
の
整
備

○
知
覧
平
和
公
園
陸
上
競
技
場
の
ナ
イ
タ
ー

照
明

　
公
共
施
設
に
お
け
る
再
生
可
能

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
導
入
の
検
討

○
温
室
効
果
ガ
ス
が
発
生
し
な
い
風
力
発

電
・
太
陽
光
発
電
な
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

導
入
推
進

　
公
用
車
へ
の
次
世
代
自
動
車
の

　
導
入

○
電
気
自
動
車
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
自
動
車
、

プ
ラ
グ
イ
ン
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
自
動
車
、
燃

料
電
池
自
動
車
な
ど
の
導
入
推
進

家
庭
で
で
き
る
地
球
温
暖
化
対
策

　
地
球
温
暖
化
を
防
止
す
る
た
め
に
は
、
暮

ら
し
の
中
で
排
出
さ
れ
る
二
酸
化
炭
素
の
排

出
抑
制
や
削
減
に
向
け
た
行
動
が
必
要
で

す
。
日
常
生
活
で
で
き
る
地
球
温
暖
化
対
策

の
実
施
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　
ご
み
減
量
化
・
再
資
源
化
が
進
む

　
ま
ち
づ
く
り

○
ご
み
の
ポ
イ
捨
て
を
や
め
る

○
生
ご
み
は
し
っ
か
り
水
を
切
っ
て
か
ら
捨

て
る

○
食
品
ロ
ス
を
な
く
す

○
生
ご
み
処
理
機
な
ど
の
利
用
に
よ
る
ご
み

の
減
量
化
を
推
進
す
る

○
分
別
収
集
を
徹
底
す
る

○
不
用
品
の
リ
ユ
ー
ス
や
リ
サ
イ
ク
ル
を
推

進
す
る

　
環
境
を
学
び
考
え
行
動
す
る

　
ま
ち
づ
く
り

○
家
庭
内
で
も
環
境
問
題
に
つ
い
て
考
え
る

機
会
を
持
つ

○
地
球
環
境
問
題
に
つ
い
て
の
認
識
、
意
識

を
深
め
る
（
ポ
イ
捨
て
、
不
法
投
棄
の
防

止
な
ど
身
近
な
取
り
組
み
に
対
す
る
意
識

を
持
つ
）

○
環
境
保
全
活

動
な
ど
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
に
参
加

す
る

　
効
率
的
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
う

　
ま
ち
づ
く
り

○
使
っ
て
い
な
い
部
屋
の
照
明
・
電
化
製
品

の
ス
イ
ッ
チ
・
主
電
源
を
こ
ま
め
に
切
る

○
水
の
出
し
っ
ぱ
な
し
を
や
め
る

○
エ
ア
コ
ン
使
用
時
の
室
温
を
夏
季
は

28
℃
、
冬
季
は
20
℃
を
目
安
に
す
る

○
で
き
る
だ
け
同
じ
時
間
帯
の
入
浴
を
心
掛

け
、
風
呂
の
追
い
炊
き
を
控
え
る

○
自
動
車
運
転
時
の
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
を
推
進

す
る

○
家
庭
用
の
太
陽
熱
温
水
器
・
太
陽
光
発
電

な
ど
の
設
置
を
検
討
す
る

11 月に導入した公用車

LED 照明を導入した川辺庁舎

ごみの出前講座の様子

３Ｒ（アール）の実践方法

リデュース
（発生抑制）

リユース
（再使用）

リサイクル
（再生使用）

まずは３R（アール）を実践して
排出するごみを減らしましょう！

Reduce

Recycle Reuce

①まずは

②次に③最後に
3R
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